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研究成果の概要（和文）：1. 研究の概要：クリティカルシンキングが重要であるとされている。しかし、この
領域は広く、能力の測定には時間がかかる。一方、テスト理論では、効率的 に能力を測定するため、項目反応
理論(以下IRT)に基づく適応型テスト(以下CAT)が利用される。そこで本研究では、クリティカルシンキングの検
定試験のため、IRT に基づくCATの開発を研究目的とし、以下の課題に取り組んだ。
2. 研究実績：(1)尺度開発：IRTにより更なる尺度開発を推進した。①分析的思考力 ②論理・推論能力 ③読
解・理解能力においてパラメータの最適な推定をした。(2)実験参加者からデータを収集し、信頼性・妥当性の
検証を行った。

研究成果の概要（英文）：Summary of research: Critical thinking is considered important. However, 
this area is wide and measuring the ability takes time. On the other hand, test theory measures 
ability efficiently using computer adaptive test (CAT) based on item response theory (IRT). 
Therefore, in this research, we aimed at the development of CAT based on IRT for the examination of 
the critical thinking test, and addressed the following issues.
Research Results: Scale development: IRT promoted further scale development by optimal estimation of
 parameters.  (1) Analytical thinking ability scale (2) Logic and reasoning ability scale (3) 
Reading and understanding ability scale．In addition, data were collected from the participants in 
the experiment to verify their reliability and validity.

研究分野：クリティカルシンキング

キーワード： クリティカルシンキング　項目反応理論　試験

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
クリティカルシンキングの能力測定においても、項目反応理論に基づく適応型テストを用いて効率的に測定する
ことが可能になり、測定精度を向上することができるため、ハイステークスなテストに利用することが可能とな
った。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 
 
現代は様々な情報があふれており、十分に吟味した情報を体系的に理解し、的確な意思決定を
行うためには、クリティカルシンキングは不可欠である。社会人基礎力(経済産業省 2006)、学士
力(文部科学省 2008)、21 世紀型スキル(Griffin 他 2011)においても、その重要性は謳われている。
なお、クリティカルシンキングとは、先入観に囚われず、論理的に考え、合理的な決定を導き出
す能力と意思である(若山 2009)。 
 クリティカルシンキングが重要であるとされている。しかし、この領域は広く、能力の測定に
は時間がかかる。一方、テスト理論では、効率的に能力を測定するため、項目反応理論(以下 IRT)
に基づく適応型テスト(以下 CAT)が利用される。 
 
2. 研究の目的 

 
近年，資質・能力の育成の重要性が指摘されて，その中でもクリティカルシンキング能力は現
代社会を生きるうえで必須の能力になってきている。クリティカルシンキングとは，先入観に囚
われず，論理的に考え，合理的な決定を導き出す能力と意思である(1)．現在，クリティカルシン
キングの能力を測定するためのテストは，世界中で数多く提案され，それぞれのテストでは複数
の領域が存在し，それらの領域の項目を全て解答することによってクリティカルシンキングの
能力を測定している。 
研究の目的は、クリティカルシンキングの検定試験の開発であり、このたね IRTに基づく CAT
の開発を研究目的とし、以下の課題に取り組む。 

1) クリティカルシンキングの領域で IRTのためのアイテムバンクを作成する。   
2) アイテムバンクを有効活用するべく、IRTのアルゴリズムを開発し、実装する。 
3) 検定試験のためのシステムを開発し、その成果を、印刷物・Webや学会を通して公開する。 

 
3. 研究の方法 

 
クリティカルシンキングの領域において、3尺度の項目反応理論(IRT)用にスコア化を行い、ア
ルゴリズム作成し、CAT に実装して、検定試験のシステムを開発した。  
 
 
(1) 項目反応理論 

 
本研究では，項目の分析に項目反応理論を用いる．項目反応理論の利点として以下の点が知ら
れている． 

1) 受検者が異なる項目で構成されたテストを受けた場合においても，同一尺度上で評価
することができる 

2) データの中に欠損値があっても容易にパラメータを推定することができる 
  
項目反応理論では，２パラメータロジスティックモデルが最も一般的によく使われている。 
受検者ｊの項目 iへの正答率 P ( uij = 1 |θj)を以下のように定義する．  
受検者ｊの項目 iへの正答率 P ( uij = 1 |θj)を以下のように定義する．  
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識別力パラメータ （discrimination parameter）と難易度パラメータ (difficulty 
parameter）の二つのパラメータを項目ごとに推定する． 
式①の は，識別力パラメータいわれ項目の識別力を示す．図 1は，項目反応関数（item 
response function：IRF）の例であり，ｘ軸の受検者の能力パラメータ であり，ｙ軸はその
能力パラメータの受検者の正答確率を示している．図 1a には識別力パラメータ の傾きの小さ
い方から( ＝0.5， ＝1， ＝2)異なる三つの項目反応関数を示す．図のように識別力パラメ
ータ の値が大きいと，図 1の IRF の傾きが大きくなる．  
同様に式①の は，難易度パラメータであり項目の困難度を示している．図 1b の横軸は受検
者の能力パラメータであり，縦軸はその能力パラメータ の受検者の正答確率を示している．図
1ｂは難易度パラメータ が左から( ＝-1， ＝0， ＝1)の項目反応関数を示す．難易度パラメ



ータｂｉの値が大きいと，図 2の IRF は右にシフトする．また IRF の勾配が最大になるのは，
＝θjとなるところであり，傾きが 0.5 となる． 
項目反応理論では、個々の項目が受験者の能力をどの程度の精度で測定できるかを以下のフ
ィッシャー情報量により評価できる(13)。  
 

  ,  
＝1.72∑ 2 P ( =  1| )(1- P ( =  1| )) (2) 
 
また，図 2 は項目情報関数の例であるが，例えば能力パラメータθ0を推定する場合，項目 1
が項目 2,3 より項目情報量が大きくなるため，能力パラメータ推定の精度が高くなる．  

 

   
図 1a：能力値による正解率の変化 a 図 1b：能力値による正解率の変化 b 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 項目情報関数例 

 
(2) 尺度の開発 
 
① 既存尺度の分類と整理 
既存の尺度とその内容を分類・整理することを試みた．まず，既存の尺度及びその下位の領
域の共通点・相違点について比較した．そこで本研究において，いかなる下位の尺度を設定す
るべきかを検討するべく，探索的に下位の尺度数とその内容を変化させところ， 3 尺度(i)分
析的思考力，(ii)論理・推論能力，(iii)読解・理解能力が導きだされた．  
② 開発する尺度の下位の尺度 
 下位の尺度は以下の 3尺度となる 

(i)分析的思考力：情報や問題を的確に把握し理解するための分解・解析する能力である．い
わゆる公務員試験や法科大学院の適性試験では分析，数的処理といわれる分野がこれに含ま
れる． 

(ii)論理・推論能力：論理展開の妥当性・整合性の有無及びその背景を的確に把握する能力で
ある．  

(iii)読解・理解能力：情報を有機的に結合し活用して，内容の本質を的確に理解する能力で
ある．PISAの応用力はこれに含まれる． 

 
クリティカルシンキングでは，知識を覚えていることより，考えることの方が重要であるの
で，設問を解答する際には，極力知識量に左右されないように細心の注意を払って項目を設定
した．  

 
(3) 分析方法 
 
尺度作成のために策定した項目群を分析するために，東京及び近郊の大学生 700 人超を対象
として，試験を実施した．倫理的配慮として，成績に無関係で教育・研究目的以外には使用せず
個人名は特定されないことを説明し，学生の了解を得た． 
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また，等化の推定のための共通項目を，各尺度内それぞれ 5問として，各尺度では 15問の試験
を 5 組〜6組作成した．試験時間は 1問 4～5分として，60～75分に設定し，1組に合計で 50人
程度が解答した．大学の授業では試験を１組ずつ行いデータを得た．これらで得られたデータを，
IRTPRO，SPSSを用いて相関，散布図，信頼性係数，情報量を分析し，さらに，因子分析により
固有値プロットにより，尺度の一因子性を検討した． 
 
4. 研究成果 
 
(1) 尺度開発：IRTにより尺度開発を推進した。 

(i)分析的思考力 (ii)論理・推論能力 (iii)読解・理解能力においてパラメータの最適な推定をし
た。 
(2) 実験参加者からデータを収集し、妥当性の検証を行った。 
クリティカルシンキングの 3尺度(分析，推論，読解)は，相関，散布図，情報量，固有値から統
計的に独立で，信頼性が確認された．さらに分析の尺度を例に，大学研究者，大学生，高校生の
結果の差異から尺度の妥当性が示された． 
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